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1. 装置の構成
40301218 ワンタッチ角縫い装置

❶ 復帰ソレノイド組 ❷ センサーケーブル組 ❸ 磁石固定板

❹ ナベコネジ (M4)
3 個

❺ ナベコネジ (M5)
2 個

❻ 片針ソレノイド連結軸

❼ 六角 ナット
2 個

❽ ケーブルクリツプ ❾ 束線バンド
4 本

� AT カバー � 座金付きなべ小ねじ (M4)
2 個
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(1) 片針検知センサー組の組付け

2. 取り付け手順

2）	 束線バンド� (3 箇所 ) を切ってください。

4）	 六角ナット�を取り外します。
	 その後、磁石固定板❸を取り付

け、ナベコネジ❹ (M4) とナッ
ト�を固く締めます。

※	 磁石固定板❸の長穴とねじ�の
左右距離は目視で均等にしてく
ださい。

 警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モーターの回転が止まった
ことを確認してから行ってください。

3）	 センサケーブル組❷をナベコネジ❹ (M4
× 2 個 ) でフレームに固定します。

��
�� ��

❷❷

❹❹

�� ��

❹❹

長穴

❸❸

1）	 窓板�の止めねじ� (6 個 ) をゆるめ、窓
板�を取り外します。

��

��
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1）	 復帰ソレノイド組❶をナ
ベコネジ❺ (M5 × 2 個 )
で取り付けます。

※	 左図のように、復帰ソレ
ノイド組❶の取り付け板
とアームの加工面は目視
で平行すること。

2）	 変換レパー�を「R」の位置へ回して
ください。

3）JUKI グリス A を片針ソレノイド連結
軸❻の軸部と頭部に薄く塗布してくだ
さい。

4）片針ソレノイド連結軸❻は ､ 解除レバー
�、ナット❼一本目、復帰ソレノイド
組❶の先端鈑金❶ -1、ナット❼二本目
の順番に通し、片針ソレノイド連結軸
❻と解除レバー�は軽く接触した状態
で、ナット❼ 2 本を固定します。

※	 ナット❼の平面側は板金❶ -1 に向けて
組付けてください。

(2) 復帰ソレノイドの組付け

平行

❺❺

❶ -1❶ -1

❻❻
��

❶❶

��

��

❻❻

軽く接した
状態

❼❼

❶ -1❶ -1

 警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モーターの回転が止まった
ことを確認してから行ってください。
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(3) 接続

 警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モーターの回転が止まった
ことを確認してから行ってください。

❾❾

❾❾

❾❾

A 部

❷❷

❸❸

1）	 新しい束線バンド❾で束線し、束線バンド❾の余る部分を切ってください。
	 A 部のケーブルはセンサケーブル組❷の下側に配置してください。
	 ※	A 部のケーブルをセンサケーブル組❷と磁石固定板❸の間に挟まれると動作不良の原因となり

ます。

糸切りなし機種 糸切りあり機種

2）	 糸切りなし機種：	
	 止めねじ�を緩め、元のケーブルクリップ❽を取り外します。
	 ケーブルを付属品中のケーブルクリップ❽に通して、止めねじ�でアームに取付ます。
	 糸切りあり機種：
	 元の束線バンド�を切り、止めねじ�をゆるめ、元のケーブルクリップ❽を取り外します。
	 ケーブルを付属品中のケーブルクリップ❽に通して、止めねじ�でアームに取付ます。
	 新しい束線バンド❾をケーブルクリップ❽に通してワイヤー�を束線します。束線バンド❾の

余る部分を切ってください。

❽❽ ��
❽❽

��

�� ��
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3）	 ニッパーのコネクタ�
を取り外して、復帰ソ
レノイドのケーブルの
ピンターミナルをニッ
パーのコネクタ�に挿
してください。（コネ
クタ接続図参考）��

コネクタ接続図ピンターミナル

突起部

白 黒

ピンターミナルの突起
部は左に向けて、コネ
クタに挿してください。

センサケーブル組の
コネクタ

復帰ソレノイド組の
コネクタ

4）	 復帰ソレノイド組、センサケーブル組の
コネクタを電装ボックスに接続してくだ
さい。

5）	 窓板�を取り付け、止めねじ� (6 本 ) を
締めてください。

	 AT カバー�を取り付け、座金付きなべ小
ねじ (M4) � (2 個 ) を締めてください。

	 ※	AT カバー�と窓板�を取り付けると
きにケーブルを挟まれないように注意
してください。

��

��

��

��

 警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モーターの回転が止まった
ことを確認してから行ってください。
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6）	 片針切替センサーの確認
	 片針切替センサーを組付けた後、センサーの機能を確認するため、下記の操作に従って、確認し

てください。

 警告 ミシンの不意の起動による事故を防ぐため、調整作業中は誤ってスタートスイッチを押した
り、操作パネルスイッチを押したりしないでください。

1.	  A を押しながら、電源を入れ

てください、機能設定画面に入りま
す。A

B C
2.	 機能設定画面で   B を押

して、表示部 A で「N20」を選択
してください。

3.	 C を押して、表示部 B を点滅

状態にしてください。

表示部 C
4.	 機能設定画面で   B を押

して、表示部 B で「S6」あるいは
「S7」を選択してください。

	 S6 : レバー検知センサー（左）
	 S7 : レバー検知センサー（右）

DD

5.	 片針変換レバー D が中立位置「0」にな
るとき、「S6」と「S7」の表示部 C は「0」
を表示します。

	 片針変換レバー D が左位置「L」になる
とき、「S6」の表示部 C は「1」を表示
します。

	 片針変換レバー D が右位置「R」になる
とき、「S7」の表示部 C は「1」を表示
します。

左位置「L」
中立位置「0」
右位置「R」
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(4) 角縫いの設定

1）	 針幅設定

A

1.	 縫製画面で  A を押して、機能

設定画面に入ります。

2.	 機能設定画面で   B を押

して、表示部 A で「J02」を選択
してください。

3.	 C を押して、表示部 B を点滅

状態にしてください。

4.	   B を押して、針幅 (mm)

を選択してください。

5.	 D を押すと、選択した針幅が

保存されます。
ゲージ針幅設定は「13）	ゲージ別イ
ンコーナー時の縫い目長さ早見表」 
p.28 を参照してください。

B C

D

「13）	 ゲージ別インコー
ナー時の縫い目長さ早見表」 
p.28 に記載のないゲージ
針幅は選択できません。
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2）	 角縫い設定画面入る方法

A

角縫い設定画面に入る方法は 3 種類あり
ます。

1.	 通常縫製画面で  A と  E

を同時に 3 秒間長押しすると、角
縫い設定画面に入ります。

2.	 通常縫製画面で  A を押して、

機能設定画面に入ります。

	 機能設定画面で   B を押

して、「P017」を選択してください。

	 D を押すと、角縫い設定画面

に入ります。

B

D

E

A

B
3.	 F を長押しして、ファンクショ

ン機能設定画面に入ります。
	 ファンクション機能設定画面で 

  B を押して、「P017」

を選択してください。

	 D を押すと、角縫い設定画面

「P017」が F に保存されます。

	 通常縫製画面で F を押すと、

上記２. の画面に入ります。

	 D を押すと、角縫い設定画面

に入ります。
	 ※	糸切りなし機種の場合、ファンク

ションキーは 2 つ (   )

あります。

F

糸切りなし機種

糸切りあり機種

B

F
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3）	 角縫い設定画面について

パターン

角縫いピクト
角縫いピッチ

総ステップ

現在のステップ

回転角度

針数

項目 初期値
設定範囲

最小値 最大値

パターン 1 1 8

総ステップ 1 1 9

現在のステップ 1 1 9 ※ 1

回転角度 30 0 と 30 175

針数 自動計算値 1 F

角縫いピッチ 自動計算値 0.1 5.0

詳細は以降の各説明内容をご参照ください。
※ 1	現在ステップの最大値は総ステップ数＋ 1 までしか選べません。

実際針数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

表示針数
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パターン❶：総ステップ＝１「角部数：１」
	 ステップ 1：角度 30°

角部①

パターン❷：総ステップ＝２「角部数：２」
	 ステップ 1：角度 90°
	 ステップ 2：角度 90°

パターン❷

角部① 角部②

1. パターン : 選択されているカスタマイズ角縫いパターン番号

	 パターンは最大 8 つ設定できます。
	 出荷状態にはパターン１～５が下記のようにあらかじめ設定されています。( 各ステップの角度値

がそれぞれ設定されています。)
	 ※	通常縫製ピッチ、針幅、回転角度の設定によって角縫いのピッチと針数を自動計算します。

パターン❶

パターン❺

角部③ 角部①

角部②

パターン❺：総ステップ＝ 5「角部数：5」
	 ステップ 1：角度 135°
	 ステップ 2：角度 90°
	 ステップ 3：角度 135°
	 ステップ 4：角度 90°
	 ステップ 5：角度 90°

角部④ 角部⑤

	 パターン６～８は下記出荷状態に設定されています。
	 総ステップ＝１、現在のステップ＝ 1、角度＝ 90 です。

パターン❹：総ステップ＝ 4「角部数：4」
	 ステップ 1：角度 135°
	 ステップ 2：角度 135°
	 ステップ 3：角度 135°
	 ステップ 4：角度 135°

パターン❹

角部① 角部④

角部② 角部③

パターン❸

角部① 角部③

角部②

パターン❸：総ステップ＝ 3「角部数：3」
	 ステップ 1：角度 135°
	 ステップ 2：角度 90°
	 ステップ 3：角度 135°
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2. 総ステップ

	 選択している角縫いパターンの全部のステップ数を示します。
	 角縫いパターンの総ステップ数を自由に調整できます、最大 9 まで設定できます。
	 一度設定した値と角縫い針数＆ピッチ自動計算値はメモリに保存されています。
	 総ステップを減らしてから再度ステップを追加したい場合は、以前設定した値がクリアされるた

め、設定し直す必要があります。

	 例 :	パターン❶は元々下記のように設定されています。

総ステップ＝５「角部数：５」
   ステップ 1：角度 90°
   ステップ 2：角度 90°
   ステップ 3：角度 135°
   ステップ 4：角度 90°
   ステップ 5：角度 135°

		  総ステップを５から３に変更したら、このパターンの設定値は下記のように変更します。

総ステップ＝ 3「角部数：3」
   ステップ 1：角度 90°
   ステップ 2：角度 90°
   ステップ 3：角度 135°

3. 現在のステップ

	 総ステップ数の何ステップ目かを表示します。
	 角縫い設定画面に示している針数とピッチと角度は現在のステップに対しての設定値です。
	 現在のステップ数を総ステップ数を超える値に設定してエンターキーを押下した場合、総ステッ

プ数も自動的に合わせて変更されます。

	 例 :	パターン❶は元々下記のように設定されています。

総ステップ＝５「角部数：５」
   ステップ 1：角度 90°
   ステップ 2：角度 90°
   ステップ 3：角度 135°
   ステップ 4：角度 90°
   ステップ 5：角度 135°

	 直接現在のステップ数を 6 に調整して、エンターキーを押すと、総ステップ数も合わせて 6
に変わります。

総ステップ＝ 6「角部数：6」
   ステップ 1：角度 90°
   ステップ 2：角度 90°
   ステップ 3：角度 135°
   ステップ 4：角度 90°
   ステップ 5：角度 135°
   ステップ 6：角度 0°
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※	 現在のステップ数を総ステップ以上に
設定する際に、角縫い回転角度と針数
とピッチの桁が「 _ 」を表示します。

4. 回転角度

	 選択ステップ数の回転角度を表示します。( 角度を 0 度に設定した場合、定寸縫いになります。）
	 回転角度設定範囲は 30°～ 175°と 0°です。
	 短押しは１°単位で変わります。
	 長押しは５°単位で変わります。
	 回転角度値を変更してエンターキーを押すと、角縫い針数と角縫いピッチが自動的に再計算され、

変更されます。
	 例 :	パターン❶は元々下記のように設定されています。
	    ステップ 1：角度 90°	 通常縫製ピッチ：3mm	 針幅：6.4mm
	    自動計算できた角縫い針数は 2 針、角縫いピッチは 3.2mm
		  ここで、通常縫製ピッチと針幅が変わらない状態で、回転角度を 90°から 120°に変更す

ると、自動計算できた角縫い針数は 1 針、角縫いピッチは 3.7mm に自動で変化します。
	 ※	回転角度を 0°に設定することの詳細については、「9）	定寸縫いとパターン縫いについて」 

p.24 を参照してください。

30°～ 40°での縫製の場合、角頂点部の糸浮きが発生し易くなりますので、注意してく
ださい。

5. ピッチ & 針数

	 選択ステップ数の角縫い針数と角縫いピッチの計算値です。
	 角縫いピッチと針数は自動計算された値が示します。
	 計算に関する設定値は全部で 6 つあります。
	 6 つの要素は針幅、回転角度、精度基準、通常縫製ピッチ、角縫いピッチ、角縫い針数です。
	 どの要素でも変更された場合、角縫いピッチ＆角縫い針数が自動的に再計算され表示されます。
	 ※	角縫いピッチや針数を再設定した場合、自動計算値ではなく、手動調整値を使うことになりま

す。
		  手動調整値の詳細については、「8）	角縫いピッチと針数の手動調整について」 p.22 を参照

してください。
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6. 角縫いピクト

	 角縫い設定画面および角縫い機能が ON となっていることを示します。
	 角縫い設定画面に角縫いピクトが点滅することもあります。
	 角縫いピクトが点灯している場合 : 
		  表示しているパターンステップの角縫いピッチ＆針数が自動計算値です。
	 角縫いピクトが点滅している場合 : 
		  表示しているパターンステップの角縫いピッチ＆針数が手動調整された値です。
	 ※	 縫製画面で角縫い機能 ON の場合は、手動調整値でも角縫いピクトが点灯のままとなり

ます ( 点滅しません )。

	 縫製画面で角縫いピクトの点灯状態が自動角縫い動作の ON/OFF を示します。
		  縫製画面で角縫いピクトが点灯している場合 : 
		  片針切替レバーを操作すると、選んだパターンによる自動角縫い動作が動きます。
		  縫製画面で角縫いピクトが点灯していない場合 : 
		  片針切替レバーを操作すると、片針縫製に切り替わりますが、自動角縫い動作にはなりませ

ん。
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4）	 角縫い設定画面操作方法について

C-BC-A表示部 A 表示部 B

1.	 「2）	角縫い設定画面入る方法」 p.8 
に従って、角縫い設定画面に入ってく
ださい。

	 角縫い設定画面で何も調整されていな
い場合は、図示のピクトと 7 セグが点
灯表示されます。

2.	 角縫い設定画面で   C を押す

と、角縫い機能を設定できます。

	  C-A を押すと、角縫いピッチ設

定「表示部 A」が点滅状態になります。

	  C-B を押すと、角縫いパターン

数設定「表示部 B」が点滅状態になり
ます。

	   C を押し続けると、他の 7

セグを選ぶこともできます。
	 ※	角度設定は 3 桁の 7 セグの組み合

わせなので、選択すると３桁同時に
点滅状態になります。

B

3.	   B を押すと、点滅してい

る 7 セグの調整ができます。
	 同時に編集中を示すため、選んだ設

定値の点滅速度も速くなります。

	 設定値の点滅速度は、遅い／速いの 2 種類あります。
	 遅い点滅 ：	設定値を選択したが、まだ編集されていません。
	 速い点滅 ：	設定値が編集されましたが、まだ保存されていません。
		  ( エンターキーの押下により、遅い点滅状態に戻ります。)
	 ※	現在ステップの点滅速度は特別、総ステップ以上に編集の場合、点滅速度が速くなります。
		  総ステップ同様あるいは以下に編集の場合、点滅速度が遅くなります。
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D

A

4.	 設定値を編集後、  D を押すと、

設定値が保存されます。
	 角縫いの針数とピッチは自動計算値

です。設定値変更後は、 D を

押さないと自動計算できません。
	 ※	設定値の点滅が速く点滅すると

き、 D を押さずに  

 C を押した場合、変更した

設定値は保存されず元の設定値
に戻り、点滅速度も遅くなりま
す。

C

5.	 角縫い設定画面で  A を押す

と、縫製画面に戻って、自動角縫い
機能が ON になります。

	 角縫い設定画面では縫製できませ
ん。縫製画面に戻ってから縫製を行
なってください。

	 ※	自動角縫い機能が ON になる方
法は他にもあります。

		  詳細は「5）	自動角縫い機能
ON/OFF 切替操作について」 
p.17 を参照してください。

6.	 自動角縫い機能が ON になったら、
縫製画面で角縫いピクトが点灯にな
ります。

	 縫製画面の「表示部 C」に縫製する
パターン番号を示します。

	 ペダルを踏んで、角部前の縫い線を
縫製します。

表示部 C

インコーナー

アウトコーナー

角縫い後の縫い線

角縫い前の縫い線

角縫いするところ
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表示部 C表示部 D

7.	 角縫いを縫製したいところまで縫製
して、片針切替レバーが角部回転方
向に回ってから、インコーナーを自
動的に計算した角縫い針数とピッチ
で縫製します。

	 縫製画面の「表示部 D」は現在縫製
している角縫いパターンの総ステッ
プ数を示します。

	 縫製画面の「表示部 C」は現在縫製
しているステップ番号を示します。

	 この画面になると、ペダルを踏んで、
角縫い縫製が完了するまで、パネル
ボタンは操作不可になります。

※	 回転角度が０°に設定されたステッ
プを縫製するとき、表示部 C が「d*」
と表示されます。

	 回転角度を０°に設定する方法につ
いては「9）	定寸縫いとパターン縫
いについて」 p.24 を参照してく
ださい。

8.	 角縫いインコーナーが縫製できた
ら、ミシンが自動的に停止します。

	 押えモータが付いている場合、押え
足も自動的に上がります。

	 押えモータが付いていない場合、膝
上げで押え足を上げてください。

	 押えが上がったら、生地を縫製した
い角度に回転してください。

	 その後ペダルを踏むとミシンが自動
的にアウトコーナーを縫製します。

	 アウトコーナーが縫製できたら、片
針解除ソレノイドが自動で動作しま
す。

	 片針から二針に自動復帰して、角部
後の縫い線も止まずに連続で縫製し
ます。

※	 角部後の縫い線の縫製では、一度ペ
ダルを離して踏み直すと、再度「表
示部 C」に上記６と同じ今縫製して
いるパターン番号を表示します。

表示部 C
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9.	 縫製している角縫いパターンに、も
し複数のステップが設定された場合
は、第一角部の縫製ができたあと、
2 回目に片針切替レバーを回すとき
に、「表示部 C」に表示されている
現在縫製しているステップ番号も一
緒に変わります。

表示部 C

10.	例えば今縫製しているパターンに 5
つのステップが設定された場合、

	 「表示部 C」の番号が「表示部 D」
に示した総ステップ数と同じ数値に
なり、このパターンにある全部のス
テップが縫製できたことを表しま
す。

5）	 自動角縫い機能 ON/OFF 切替操作について

縫製画面で角縫いピクトが点灯している
か、していないかは自動角縫い機能の
ON/OFF 状態で判断できます。
自動角縫い機能 ON/OFF 切替方法が下
記 5 つあります。
※	 角縫い機能を ON に切替ると、縫製

モードが自動的に自由縫いモード  
に変わり、角縫い機能が ON になり
ます。

	 針停止位置も自動的に上停止位置か
ら下停止位置に変わります。

	 もし角縫い ON 状態で針棒が上停止
位置に設定されていた場合は、電源
を入れ直したときに、自動的に下停
止位置に変わります。

表示部 C表示部 D



– 18 –

A

1.	 角縫い設定画面で  A を押す

と、縫製画面に戻り、自動角縫い機
能が ON になります。

EG

2.	 自動角縫い機能が ON になっている

状態で  G あるいは  E を

押すと、縫製モードを多角縫いモー
ドあるいは重ね縫いモードに切り替
えたら、自動角縫い機能が OFF に
なります。

D

3.	 機能設定画面で「P111：角縫い自
動復帰機能 ON/OFF を切り替え」
を選択します。

	 １ : 角縫い自動復帰機能 ON
	 ０ : 角縫い自動復帰機能 OFF

	 P111 ＝１に設定して、  D を

押したら、自動角縫い機能が ON に
なります。

※	 重ね縫いモードあるいは定寸縫い
モードの場合、P111 が調整でき
ません。
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D

F

4.	 縫製画面で  F を長押しして、

「P111：角縫い自動復帰機能 ON/

OFF を切替」を選択して、 D 

押すと、P111 をファンクション
キーに登録できます。

	 そうすると、今後縫製画面で  

F を押すとすぐ P111 が呼び出せ
るようになります。

	 上記２と同じく、P111 ＝１に設

定して、 D を押したら、自動

角縫い機能が ON になります。
	 ※	糸切りなし機種の場合、ファンク

ションキーは 2 つ (   )

あります。

5.	 機能設定画面で「P15：頭部スイッ
チ機能設定」あるいは「P174：手
元スイッチ機能設定」に 8 を設定
すると、カスタムスイッチが自動角
縫い機能を ON/OFF 切替すること
ができます。

	 ８ :	自動角縫い機能 ON/OFF 切
替「角縫い待ち状態」 

		  自動角縫い一時無効「角縫い
縫製状態」

	 詳細は「6）	カスタムスイッチで角
縫い機能 ON/OFF 制御について」 
p.20 を参照してください。
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6）	 カスタムスイッチで角縫い機能 ON/OFF 制御について

1.	 「P015：頭部スイッチ機能設定」
あるいは「P174：手元スイッチ機
能設定」を８に設定すると、場合に
よってカスタムスイッチの機能が異
なります。

	 ８ :	自動角縫い機能 ON/OFF 切
替「角縫い待ち状態」 

		  自動角縫い一時無効「角縫い
縫製状態」

表示部 C

2.	 自動角縫い機能が OFF の状態で、
「８」に設定されたカスタムスイッ
チを押すと、角縫いピクトも「表示
部 C」のパターン番号も点灯状態に
なり、自動角縫い機能が ON になり
ます。

	 ※	もし自動角縫い縫製途中状態で、
縫製モード切替で自動角縫い機
能を OFF にした場合、「８」に
設定されたカスタムスイッチを
押しても、自動角縫い機能は
ON に切り替えられません。

表示部 C

3.	 角縫い待ち状態とは、自動角縫い機
能は ON になっても、まだ角縫い縫
製を行っていません。

	 あるいは角縫い縫製はもう完了し、
糸切りした状態です。

	 このとき、縫製画面の「表示部 C」
には今縫製しているパターン番号が
表示されています。

	 ここで「８」に設定したカスタムス
イッチを押すと、角縫いピクトも「表
示部 C」のパターン番号も消灯され、
自動角縫い機能が OFF になります。
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表示部 C表示部 D

4.	 角縫い縫製状態とは、自動角縫い機
能は ON になり、一度角縫い縫製を
行なった後、まだ糸切りを行ってい
ない状態です。

	 縫製画面の「表示部 D」は現在縫製
している角縫いパターンの総ステッ
プ数を示します。

	 縫製画面の「表示部 C」は現在縫製
しているステップ番号を示します。

	 ここで「８」に設定したカスタムス
イッチを押すと、まだ終わっていな
い縫製条件が保存されます。

	 このとき、「表示部 C」と「表示部 D」
の表示内容は消灯され、角縫いピク
トが点滅状態になり、自動角縫い一
時停止状態になります。

5.	 一時停止状態とは、縫製途中の自動
角縫い情報を保存されて、一時的に
通常の縫製モードに戻ります。

	 角縫いピクトが点滅になって、自動
角縫い一時停止状態を示します。

	 ここで「８」に設定したカスタムス
イッチを押すと、前回保存された自
動角縫いステップから再開できま
す。

	 角縫いピクトが点滅状態から点灯状
態に戻ります。
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7）	 自動角縫いの縫製操作

例えば図示の角縫いをしたい場合、まず
「2）	 角縫い設定画面入る方法」 p.8 
を参照して角縫い画面に入ります。
次に「4）	角縫い設定画面操作方法につ
いて」 p.14 を参照して角縫いを設定
してください。
設定後、下記の操作に従って自動角縫い
操作を行ってください。

A

C

D

B
F

G

70°

E

H

A 2 本針縫製
⇩

B 停止後、片針変換レバー H を L 位置に操作
⇩

C 縫製条件で右片針縫製
⇩

D 針数で自動停止後、
自動押え上げ / 膝上げで押え上げ

⇩
E 布をターン（70°）

⇩
F 縫製条件で右片針縫製

⇩
G 針数で縫製後、自動片針解除

⇩
H 2 本針縫製

上記の図示例での縫製パターンを示します。

8）	 角縫いピッチと針数の手動調整について

1.	 角縫い設定画面で、回転角度の調整
に基づいて、自動的に角縫いピッチ
と針数が計算できます。

	 自動計算結果を四捨五入して小数点
が 1 桁に表示されます。角縫いピッ
チと針数を手動調整することで微調
整できます。

	 ※	自動計算できた針数とピッチが
通常縫製ピッチとゲージにより、
変わります。
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2.	 角縫い設定画面で   C を

押すと、ピッチまたは針数を選択し

て、   B を押すと、角縫い

ピッチと針数を手動調整することも
できます。

	 D を押したら、手動調整値が

保存されます。

B C

A

3.	 角縫いピッチや針数を手動調整する
と、自動計算値ではなく、手動調整
されたことを示すために角縫い設定
画面の角縫いピクトが点滅状態にな
ります。

	 ※	 A を押して、縫製画面に戻

ると角縫いピクトが再度点灯状
態になります。

4.	 角縫いピッチの調整範囲は 0.1 ～
5.0mm、角縫い針数の調整範囲は
1 ～ 15 針です。( ※ 1)

	 角縫い針数を手動調整した場合、
ピッチは自動計算されます。

	 ただし、角縫いピッチを手動調整し
た場合は、角縫い針数は変わりませ
ん。

※ 1	角縫い針数を表示するのは一桁だけ
ので、10 ～ 15 針は A ～ F で表示
します。

D

5.	 角縫いピッチと針数を自動計算値に
戻りたい場合は、回転角度を別の値
に調整して元の値に戻せば、角縫い
ピッチと針数が自動的に計算値に戻
ります。

	 自動計算値に戻ると、角縫いピクト
も点灯状態に戻ります。
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9）	 定寸縫いとパターン縫いについて

1.	 角縫い設定画面の回転角度が 0°ま
で設定できます。

	 0°に設定すると、角縫い機能では
なく、定寸縫い機能に変わります。

※	 定寸縫いの縫製速度は通常縫製速度
「P001」で設定します。

2.	 回転角度を 0°に設定すると、角度
表示する七セグが３桁から２桁に変
わります。

	 同時に針数を表示する 7 セグが１
桁から 2 桁に変わります。

	 角縫い設定画面が回転角度を 0°に
調整されたステップを表示している
とき、多角縫いピクトも点灯します。

	 回転角度を 30°～ 175°に調整
されたステップに表示切替すると、
多角縫いピクトが消灯状態に戻りま
す。

※	 多角縫いピクトについて、
	 定寸縫いステップのピッチが通常縫

製ピッチと同じ数値で設定された場
合、多角縫いピクトが点灯になりま
す。

	 定寸縫いステップのピッチが通常縫
製ピッチと違う数値で設定された場
合、多角縫いピクトが点滅になりま
す。

3.	 針数表示桁数を増やしたことで、定
寸縫いの針数は 99 針まで設定でき
るようになります。

	 ピッチのデフォルト値は 4.0mm、
針数と同じ、自由調整できます。

	 ※	角縫い機能に設定された定寸縫
いステップは、角縫いのアウト
コーナーが縫製できた後もペダ
ルを踏み続けていると、連続し
て定寸縫いステップに切り替わ
り、縫製することができます。
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4.	 一つのパターンに自由角縫いステッ
プや定寸縫いステップを任意設定で
きます。

	 縫い始め縫い終りの返し縫いやコン
デンス縫いなども設定できます。

	 それぞれ縫製条件で自由組み合わせ
て、パターン縫いになります。

	 ※	定寸縫いステップが単体的に削
除することもできます。

		  詳細は「9）	定寸縫いとパターン
縫いについて」 p.24 を参照
してください。

ステップ１
5 針 /2.0mm

定寸縫い

ステップ２
3 針 /1.9mm

角縫い

ステップ２
3 針 /1.9mm

角縫い

ステップ３
5 針 /2.0mm

定寸縫い

ステップ４
3 針 /1.9mm
角縫い

ステップ５
5 針 /2.0mm
定寸縫い

ステップ４
3 針 /1.9mm
角縫い

例 : 	パターン❸は下記のように設定されています。

総ステップ＝５「角部数：５」
   ステップ 1：定寸縫い	 ピッチ：2.0	 針数：5
   ステップ 2：角度 90°	 ピッチ：1.9	 針数：3
   ステップ 3：定寸縫い°	 ピッチ：2.0	 針数：5
   ステップ 4：角度 90°	 ピッチ：1.9	 針数：3
   ステップ 5：定寸縫い	 ピッチ：2.0	 針数：5
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10）	定寸縫いステップ削除について

1.	 パターンの総ステップ数が 1 だけ
の場合、ステップを単体削除ができ
ません。

	 ただし、パターンの総ステップ数が
1 以上の場合は、定寸縫いステップ

の針数を 0 に設定して、 D を

押すと、該当のステップが削除でき
ます。

例 : 	パターン❸は下記のように設定されています。
(「3）	角縫い設定画面について」 p.9 参照 )

D

総ステップ＝５「角部数：５」
   ステップ 1：定寸縫い	 ピッチ：2.0	 針数：5
   ステップ 2：角度 90°	 ピッチ：1.9	 針数：3
   ステップ 3：定寸縫い	 ピッチ：2.0	 針数：5
   ステップ 4：角度 90°	 ピッチ：1.9	 針数：3
   ステップ 5：定寸縫い	 ピッチ：2.0	 針数：5

2.	 ステップ３の針数を５から０に変更

して、 D を押すと、ステップ

３が削除されます。
	 ステップ４が自動的にステップ３に

変わり、ステップ５が自動的にス
テップ４に変わります。

	 総ステップも自動的に５から４に変
わります。

※	 上記 1. の方法で削除できるのは定
寸縫いステップだけで、角縫いス
テップは直接針数を 0 に設定して
も削除することはできません。

	 もし角縫いステップを削除したい場
合は、該当ステップの回転角度を 
0°に調整してから、上記 1. の方
法で削除してください。

総ステップ＝ 4「角部数：4」
   ステップ 1：定寸縫い	 ピッチ：2.0	 針数：5
   ステップ 2：角度 90°	 ピッチ：1.9	 針数：3
   ステップ 3：角度 90°	 ピッチ：1.9	 針数：3
   ステップ 4：定寸縫い	 ピッチ：2.0	 針数：5

ステップ 3 を削除
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11）	その他角縫い設定の注意事項

1.	 通常縫製ピッチが 0mm やマイナスのときは、角縫い設定画面を有効にできません。
2.	 角縫い機能有効の状態でミシン電源を入れ直すと、角縫い機能は有効のままです。
	 ただし既に縫製できたステップの記録はなくなり、ステップ１から縫製し直す必要があります。
3.	 角縫い針数は最大 15 針、角縫いピッチは最大 5.0mm です。
	 角縫い可能な針幅は 3.17 ～ 12.7mm(1/8 ～ 1/2inch)、初期値は 6.4mm(1/4inch) です。
4.	 角縫い針数とピッチは自動計算値のため、計算結果が範囲を超える場合があります。
	 ピッチ計算値が 5.0mm を超える場合、ピッチ計算値が 5.0mm 以内になるまで針数を１ずつ増

やして計算し直します。

12）	角縫い機能に関するパラメータ

	 8：	角縫い自動復帰機能 ON/OFF 切替「角縫い待ち状態」
		  角縫い自動復帰一時無効「角縫い縫製状態」
		  詳細は「6）	カスタムスイッチで角縫い機能 ON/OFF 制御について」 p.20 

を参照してください。

P 70 1 	 角縫い設定画面に入るパラメータです。

	 エンターキー  を押したら角縫い設定画面に入れます。

	 詳細は「2）	角縫い設定画面入る方法」 p.8 に参照してください。

P 11 1 	 角縫い自動復帰機能 ON/OFF を切替パラメータです。
	 0：	角縫い自動復帰機能 OFF
	 1：	角縫い自動復帰機能 ON

	 詳細は「5）	 自動角縫い機能 ON/OFF 切替操作について」 p.17 に参照してく
ださい。

P 31 1 	 角縫い回転数設定するパラメータです。
	 設定範囲：100 ～ 1200 sti/min	 初期設定 700 sti/min
	 ※ 角縫い機能中の定寸縫いの回転数が P001 により設定されます。

P 51 3 	 角縫い自動押え上げ高さを設定するパラメータです。
	 設定範囲：0 〜 1750	 初期設定 760

J 20 0 	 角縫いピッチと針数自動計算用針幅設定パラメータです。
	 ゲージ針幅設定は「1）	針幅設定」 p.7 を参照してください。

P 50 1
あるいは
P 41 7
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13）	ゲージ別インコーナー時の縫い目長さ早見表

各ゲージにおける角縫い角度ごとの針数別縫い目長さ（特にインコーナー時）についての表です。
※	早見表の針数別縫い目長さは参考値となり、実の縫製効果により縫い目長さを微調整してください。

1/8"(3.17mm)

3/16"(4.76mm) 7/32"(5.56mm)

1/4"(6.35mm) 9/32"(7.14mm)

5/32"(3.96mm)
針数

角度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

30 3.9 3.0 2.4 2.0 1.7 1.5
40 ※ 1 4.4 2.9 2.2 1.7 1.5
50 3.4 2.3 1.7
60 2.7 1.8
70 4.5 2.3 1.5
80 3.8 1.9
90 3.2 1.6

100 2.7
110 2.2
120 1.8
130 1.5
140

針数
角度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

30 4.9 3.7 3.0 2.5 2.1 1.8 1.6 1.5
40 ※ 1 3.6 2.7 2.2 1.8 1.6
50 4.2 2.8 2.1 1.7
60 3.4 2.3 1.7
70 2.8 1.9
80 4.7 2.4 1.6
90 4.0 2.0

100 3.3 1.7
110 2.8
120 2.3
130 1.9
140

針数
角度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

30
※ 1

4.4 3.6 3.0 2.5 2.2 2.0 1.8 1.6 1.5
40 4.4 3.3 2.6 2.2 1.9 1.6 1.5
50 3.4 2.6 2.0 1.7 1.5
60 4.1 2.7 2.1 1.6
70 3.4 2.3 1.7
80 2.8 1.9
90 4.8 2.4 1.6

100 4.0 2.0
110 3.3 1.7
120 2.8
130 2.2
140 1.7

針数
角度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

30
※ 1

4.2 3.5 3.0 2.6 2.3 2.1 1.9 1.7 1.6 1.5
40 3.8 3.1 2.5 2.2 1.9 1.7 1.5
50 4.0 3.0 2.4 2.0 1.7 1.5
60 4.8 3.2 2.4 1.9 1.6
70 4.0 2.6 2.0 1.6
80 3.3 2.2 1.7
90 2.8 1.9

100 4.7 2.3 1.6
110 3.9 1.9
120 3.2 1.6
130 2.6
140 2.0

針数
角度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

30 4.7 4.0 3.4 3.0 2.6 2.4 2.2 2.0 1.8 1.7 1.6
40

※ 1
4.4 3.5 2.9 2.5 2.2 1.9 1.7 1.6 1.5

50 4.5 3.4 2.7 2.3 1.9 1.7 1.5
60 3.7 2.8 2.2 1.8 1.6
70 4.5 3.0 2.3 1.8 1.5
80 3.8 2.5 1.9 1.5
90 3.2 2.1 1.6

100 2.7 1.8
110 4.5 2.2 1.5
120 3.7 1.8
130 3.0 1.5
140 2.3

針数
角度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

30 4.4 3.8 3.3 3.0 2.7 2.4 2.2 2.1 1.9 1.8
40

※ 1
4.9 3.9 3.3 2.8 2.5 2.2 2.0 1.8 1.6 1.5

50 3.8 3.1 2.6 2.2 1.9 1.7 1.5
60 4.1 3.1 2.5 2.1 1.8 1.5
70 3.4 2.6 2.0 1.7 1.5
80 4.3 2.8 2.1 1.7
90 3.6 2.4 1.8

100 3.0 2.0 1.5
110 5.0 2.5 1.7
120 4.1 2.1
130 3.3 1.7
140 2.6

※ 1 の範囲の角度と針数の組合せでは、綺麗な角縫いを縫うために角縫いピッチは 5.0mm 以上にす
る必要があります。
しかしミシンの最大ピッチスペック 5.0mm より超えるため、推奨いたしません。
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3/8"(9.52mm)

1/2"(12.7mm)

5/16"(7.93mm)
針数

角度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

30 4.9 4.2 3.7 3.3 3.0 2.7 2.5 2.3 2.1 2.0
40

※ 1
4.4 3.6 3.1 2.7 2.4 2.2 2.0 1.8 1.7 1.6 1.5

50 4.3 3.4 2.8 2.4 2.1 1.9 1.7 1.5
60 4.6 3.4 2.7 2.3 2.0 1.7 1.5
70 3.8 2.8 2.3 1.9 1.6
80 4.7 3.2 2.4 1.9 1.6
90 4.0 2.6 2.0 1.6

100 3.3 2.2 1.7
110 2.8 1.9
120 4.6 2.3 1.5
130 3.7 1.9
140 2.8

針数
角度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

30 4.4 3.9 3.6 3.2 3.0 2.7 2.5 2.4
40

※ 1
4.4 3.7 3.3 2.9 2.6 2.4 2.2 2.0 1.9 1.7

50 4.1 3.4 2.9 2.6 2.3 2.0 1.9 1.7 1.6 1.5
60 4.1 3.3 2.7 2.4 2.1 1.8 1.6 1.5
70 4.5 3.4 2.7 2.3 1.9 1.7 1.5
80 3.8 2.8 2.3 1.9 1.6
90 4.8 3.2 2.4 1.9 1.6

100 4.0 2.7 2.0 1.6
110 3.3 2.2 1.7
120 2.8 1.8
130 4.4 2.2 1.5
140 3.5 1.7

針数
角度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

30 4.7 4.3 4.0 3.6 3.4 3.2
40

※ 1
5.0 4.4 3.9 3.5 3.2 2.9 2.7 2.5 2.3

50 4.5 3.9 3.4 3.0 2.7 2.5 2.3 2.1 1.9 1.8
60 4.4 3.7 3.1 2.8 2.4 2.2 2.0 1.8 1.7 1.6 1.5
70 4.5 3.6 3.0 2.6 2.3 2.0 1.8 1.6 1.5
80 5.0 3.8 3.0 2.5 2.2 1.9 1.7 1.5
90 4.2 3.2 2.5 2.1 1.8 1.6

100 3.6 2.7 2.1 1.8 1.5
110 4.4 3.0 2.2 1.8 1.5
120 3.7 2.4 1.8 1.5
130 3.0 2.0 1.5
140 4.6 2.3 1.5

※ 1 の範囲の角度と針数の組合せでは、綺麗な角縫いを縫うために角縫いピッチは 5.0mm 以上にす
る必要があります。
しかしミシンの最大ピッチスペック 5.0mm より超えるため、推奨いたしません。
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15)	フォント比較表

実際 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

表示

実際 A B C D E F G H I J K L M

表示

実際 N O P Q R S T U V W X Y Z

表示

	 英語アルファベット

	 アラビア数字：

パネル表示の文字を下の比較表により実際の英数字に変換してください。

14)	角縫いトラブル対応

1.	 角縫いピッチが合わない場合、「8）	角縫いピッチと針数の手動調整について」 p.22 に従って、
角縫いピッチを調整してください。

2.	 角縫いでパネルが固まってしまった場合、角縫い動作がまだ終わっていないことが原因かもしれ
ません。

	 角縫いの途中ではパネルボタンの操作ができないため、角縫いの縫製が終わった後に再度パネル
を確認してください。

3.	 角縫い途中で異常問題が発生するときは、アフターサービスに連絡してください。

4.	 角縫いアウトコーナーの縫製ができ片針状態を自動解除するときに、もし片針検知センサーや片
針復帰ソレノイドが故障していて自動解除ができなかった場合はエラー E061 が表示されます。

	 この場合、電源を入れ直さないとエラー E061 が解除できません。
	 エラー E061 が出た場合は、下記内容を確認してください。
	 ①	片針検知センサーと片針復帰ソレノイドの配線が緩んでいるかないか
	 ②	メカ的に片針レバーが固まったことがあるかないか
	 確認した結果、問題なしとなっていてもまだエラー E061 が発生する場合は、アフターサービス

に連絡してください。
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3. パーツリスト

品     名

復帰ソレノイド      1
ソレノイド固定板      1
復帰ソレノイド連結板      1
片針ソレノイド連結軸      1
六角ナット　Ｍ４Ｘ×０．７　１種      2
ソレノイドカバー      1
座金付きなべ小ねじ　Ｍ３　Ｌ＝６      2
座金付きなべ小ねじ　Ｍ３　Ｌ＝６      3
なべねじ　Ｍ５　Ｌ＝８      2
ワイパ－ソレノイド軸      1
ワイパーリンクカラー      1
平座金　１２．５Ｘ２５．６Ｘ２．２      1
Ｅ形止め輪　１０      1
ブランジャーばね      1
プランジヤーゴム      1
束線バンド      5
片針検知センサー(組)      1
センサケーブル(組)     (1)
座金付きなべ小ねじ　Ｍ４　Ｌ＝８     (2)
センサ一取付板     (1)
磁石固定板     (1)
なべ小ねじ　Ｍ４　Ｌ＝６      2
なべ小ねじ　Ｍ４　Ｌ＝６      1
ケーブルクリップ     1

ＡＴカバー     1
座金付きなべ小ねじ　Ｍ４　Ｌ＝１２     2

40298941
40299111
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